
平成３０年度様式 

 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名  縫ノ池湧水会 

２ 

事 業 名 称  
 縫ノ池湧水の保全と地域活性化事業 

３ 

実 施 日 時  
 平成３０年４月１日 ～ 平成３１年３月３１日 

４ 

実 施 場 所  
 佐賀県杵島郡白石町大字湯崎地内 縫ノ池 

５ 事業目的、内容 

  及びその効果 

（事業実施状況・内容） 

４０年ぶりの湧水復活を契機に地区全員参加で縫ノ池の自然景観の保全や

イベント開催で地域交流を深めて地域活性化に向かった活動をしています 

・景観保全・環境活動 

会員全員で池の清掃や花いっぱい運動で自然景観の保全や美化活動の実施 

・地域の人達との交流活動 

湧水を使った茶会、釣り大会やキャンドルナイト、池や地区内水路での生

き物調査、ホタル再生活動、地域の小学校への水辺環境学習会の実施 

・広報活動 

チラシ配布でイベント案内、活動発表、湧水の水質検査の結果を公表 

（事業実施効果） 

・地区全員が会員の活動は、活動の継続により多くの人たちの参加で地域

の人達との交流ができ、それが地域活性化に向かった効果が表れている 

・地域の子供たちを対象にした活動で縫ノ池の歴史や水辺での体験学習が

出来ており、環境への意識が向上し青少年の健全育成に役立っている 

・活動を続けることで、水の大切さ、自然景観の保全、歴史文化や故郷を

大事にする心、地域コミュニティーの形成などの意識が高まっている 

・自然景観や湧水を求めて町内外から来訪者が多く水辺交流ができている 

・湧水復活は地下水を地表水に転換したおかげで公共事業の効果を紹介 

６ 

参 加 内 訳  

総人数           約８７０名（水汲み者は約１６０名／日） 

（１）主催者参加           イベント開催時 ２０名／回 

（２）日本人参加（（１）を除く）                  ８７０ 名 

（３）外国人参加（（１）を除く）              ０ 名 

７ 

今 後 の 方 針 

活動を続けることが地域の活性化を向上させるので、今後も湧水を守り自

然景観の保全と年間を通したイベント開催で地域の人たちと交流を図って

いきます。子供たちに水の大切さや生き物を大事にすることなど水環境や

自然環境を守りふるさとを大事にする心を教えていきます。ホタル再生活

動で４年ぶりに飛ぶ様子が確認されました、これからも続けていきます。 
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1500 個のキャンドルを池の周りに並べ     コンサートを開催、夏の夜、キャンドルの 
池に映る灯りで水環境の保全を話し合いました     灯りと美しい歌声を楽しんでもらいました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の交流を目的とした湧水を使った      子供たちによる花いっぱい運動、130 個の 
茶会の開催、約 160 名の参加がありました        プランターに花を植え縫ノ池周囲を飾りました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちを対象にしたさかな釣り大会       地域の小学生を対象に縫ノ池水辺体験学習 

今回で 14回目 100名程の参加がありました    水や生き物、縫ノ池の歴史を勉強 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  


